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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機の後面側に排出される遊技媒体を回収するために設置台に設置されるアウトタン
クであって、
　前記遊技機から排出される遊技媒体を受け入れる受入部と、
　前記受入部にて受け入れられた遊技媒体を前記設置台の下方に排出する排出部と、
　前記受入部を下方から支持する支持部と、
　前記支持部を取り付けるための取付部を複数有するとともに、前記設置台の上面に設置
されるベース部と、
　を備え、
　前記複数の取付部は、前記設置台の上面と同高さ位置または上方位置に前記支持部を取
り付ける第１取付部と、前記設置台の上面よりも下方位置に前記支持部を取り付ける第２
取付部と、を含む、
　ことを特徴とするアウトタンク。
【請求項２】
　前記ベース部はさらに、前記設置台の上面に当接する第１当接部と、該第１当接部から
下方に向けて垂設され、該設置台の後面または側面に当接する第２当接部と、を備え、
　前記第１取付部は前記第１当接部の上面に設けられ、前記第２取付部は前記第２当接部
の後面または該第２当接部から後面に向けて連設される連設部に設けられる、
　ことを特徴とする請求項１に記載のアウトタンク。
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【請求項３】
　前記支持部は、前記第１取付部および前記第２取付部に対し共通して取り付けられる被
取付部を有する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載のアウトタンク。
【請求項４】
　前記第１取付部と前記第２取付部とは、互いに前記遊技機の前後方向にずれた位置に設
けられ、
　前記受入部は、遊技媒体の受入面積を前記遊技機の前後方向に拡縮可能に設けられてい
る、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のアウトタンク。
【請求項５】
　前記第１取付部と前記第２取付部とは、互いに前記遊技機の前後方向にずれた位置に設
けられ、
　前記受入部は、前記支持部に対して前記遊技機の前後方向に移動可能に設けられている
、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のアウトタンク。
【請求項６】
　前記第１取付部と前記第２取付部とは、互いに前記遊技機の前後方向にずれた位置に設
けられ、
　前記排出部は、遊技媒体の排出方向および／または排出位置を変更可能に設けられてい
る、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のアウトタンク。
【請求項７】
　遊技機の後面側に排出される遊技媒体を回収するために設置台に設置され、前記遊技機
から排出される遊技媒体を受け入れる受入部と、該受入部を下方から支持する支持部と、
を備えるアウトタンクのベース部であって、
　前記支持部を取り付けるための取付部を複数有するとともに、前記設置台の上面に設置
され、
　前記複数の取付部は、前記設置台の上面と同高さ位置または上方位置に前記支持部を取
り付ける第１取付部と、前記設置台の上面よりも下方位置に前記支持部を取り付ける第２
取付部と、を含む、
　ことを特徴とするアウトタンクのベース部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機の後面側に排出される遊技媒体を回収するために設置台に設置される
アウトタンク及びアウトタンクのベース部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一例であるパチンコ遊技機等が設置される遊技店には、複数のパチンコ遊技機
を並設設置するための遊技機設置島が備え付けられている。このような遊技機設置島に設
置されたパチンコ遊技機において、遊技盤に形成された遊技領域に打ち出されるなどして
遊技に使用された遊技球は、遊技盤の背面側に設けられた排出部から排出され、各パチン
コ遊技機の背面側に設けられたアウトタンクに落下して受け入れられた後、遊技機設置島
の下部に設けられる回収樋に排出されて回収されるようになっている。
【０００３】
　ところで、パチンコ遊技機において、遊技機の背面側に設けられる排出部の位置は、遊
技機メーカーによって異なることが多い。また、同一の遊技機メーカーでも機種によって
排出部の位置が変更される可能性もある。このため、新規に遊技機を遊技機設置島に設置
する場合や、既に設置されている遊技機を遊技店内の配置替えのために別な機種の遊技機
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と入れ替える場合には、各遊技機の排出部の位置に応じて、アウトタンクの受入部の配置
位置を前後左右上下に適宜に移動させて的確に配置する必要がある。すなわち、アウトタ
ンクは、排出部の直下で、かつ、排出部の下方近傍位置にて遊技球を受け入れなければ、
遊技機の排出部から落下した遊技球が周囲に飛散してしまうからである。
【０００４】
　そこで、設置島台（設置台）に取り付けられる支持台に対して、遊技機から排出された
遊技球を受け入れるタンク（受入部）を、該タンクを下方から支持する支持脚（支持部）
を介して上下及び左右方向に位置調整可能とすることで、各遊技機の排出部の位置に応じ
てタンクの配置位置を上下・左右方向に調整可能としたものがあった（例えば、特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１１５９４４号公報（第１３頁、第３－４図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、近年においては、パチンコ遊技機の遊技領域に設けられる演出表示装置や役物
等の大型化に伴い遊技領域が拡大され、これにより排出部の配置位置が一層低くなる傾向
があるが、上記特許文献１に記載のアウトタンクは、タンクを所定高さ位置に支持する支
持脚を備えていることで、設置島台の上面から排出部までの高さ幅寸法が、アウトタンク
全体の上下幅寸法よりも小さい遊技機が設置された場合には、支持脚が邪魔になってタン
クを排出部の下方に配設することができないという問題があった。
【０００７】
　さらに上記特許文献１に記載のアウトタンクでは、支持脚に設けた上下調整機構により
支持脚を上下に伸縮できるものの、支持脚を縮めた場合の上下幅寸法を小さくしすぎると
大きく伸ばすこともできなくなり、高い位置にある排出部に近づけることができなくなっ
てしまうので、支持脚の上下幅寸法を小さくするには限界があった。
【０００８】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、遊技媒体の排出高さ位置が異
なる遊技機にも対応して設置することが可能なアウトタンク及びアウトタンクのベース部
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のアウトタンクは、
　遊技機（パチンコ遊技機２）の後面（背面）側に排出される遊技媒体（パチンコ球）を
回収するために設置台（設置板２０）に設置されるアウトタンク（８）であって、
　前記遊技機（パチンコ遊技機２の排出口１１２）から排出される遊技媒体を受け入れる
受入部（８０１）と、
　前記受入部にて受け入れられた遊技媒体を前記設置台の下方（側部樋１７Ｌ，１７Ｒ）
に排出する排出部（排出口８２６ａ）と、
　前記受入部を下方から支持する支持部｛８０２（外部支持脚８４０、内部支持脚８５０
、取付ベース８３０）｝と、
　前記支持部を取り付けるための取付部（第１板状部９０１，連設部９０６／支持板９５
２／第１板状部９７１、第２板状部９７２）を複数有するとともに、前記設置台の上面（
設置面２０ａ）に設置されるベース部（ベース金具９００，９５０，９７０）と、
　を備え、
　前記複数の取付部は、前記設置台の上面と同高さ位置または上方位置に前記支持部を取
り付ける第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５
３／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と、前記設置台の上面よりも下方位置に前記
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支持部を取り付ける第２取付部（連設部９０６の第２取付孔９０８／支持板９５２の傾斜
溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７３）と、を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けることで、受入部に落下した遊技媒
体が飛散しにくいように遊技機における遊技媒体の排出位置に受入部を近づけて配置する
ことができ、また、支持部を第２取付部に取り付けることで、支持部の取付位置を設置台
の上面よりも下方に逃すことができるので、設置台の上面から遊技機における遊技媒体の
排出位置までの高さ寸法がアウトタンクの上下幅寸法よりも小さい場合、つまり排出位置
が極端に低い場合でも排出位置の下方に受入部を配置することができるため、遊技媒体の
排出位置が異なる複数種類の遊技機にも対応して設置することができる。
【００１０】
　本発明の請求項２に記載のアウトタンクは、請求項１に記載のアウトタンクであって、
　前記ベース部（ベース金具９００，９５０，９７０）はさらに、前記設置台（設置板２
０）の上面（設置面２０ａ）の上面に当接する第１当接部（第１板状部９０１／水平片９
５１ａ／第１板状部９７１）と、該第１当接部から下方に向けて垂設され、該設置台の後
面（後端面２０ｂ，２１ａ）または側面（側端面）に当接する第２当接部（第２板状部９
０２／垂直片９５１ｂ／第２板状部９７２）と、を備え、
　前記第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５３
／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）は前記第１当接部の上面に設けられ、前記第２
取付部（連設部９０６の第２取付孔９０８／支持板９５２の傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ／
第２板状部９７２の第２取付孔９７３）は前記第２当接部の後面または該第２当接部から
後面に向けて連設される連設部に設けられる、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けた場合は、受入部上に遊技媒体が落
下したときの衝撃を設置台の上面にて受けることができ、支持部を第２取付部に取り付け
た場合は、受入部上に遊技媒体が落下したときの衝撃を設置台の後面または側面にて受け
ることができるため、遊技媒体の落下時の衝撃によりベース部やアウトタンクに振動が生
じて遊技媒体が飛散することが防止される。
【００１１】
　本発明の請求項３に記載のアウトタンクは、請求項１または２に記載のアウトタンクで
あって、
　前記支持部（取付ベース８３０）は、前記第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔
９０５／支持板９５２の水平溝９５３）および前記第２取付部（連設部９０６の第２取付
孔９０８／支持板９５２の傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ）に対し共通して取り付けられる被
取付部（取付ベース８３０下面の取付孔８３１／ネジ孔９６１）を有する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部の構造が簡素化されるとともに、第１取付部または第２取付
部に支持部を同じように取り付けることができる。
【００１２】
　本発明の請求項４に記載のアウトタンクは、請求項１～３のいずれかに記載のアウトタ
ンクであって、
　前記第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５３
／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と前記第２取付部（連設部９０６の第２取付孔
９０８／支持板９５２の傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７
３）とは、互いに前記遊技機（パチンコ遊技機２）の前後方向にずれた位置に設けられ、
　前記受入部（８０１）は、遊技媒体（パチンコ球）の受入面積を前記遊技機の前後方向
に拡縮可能に設けられている（図１７参照）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けることによりアウトタンクの配置位
置が遊技機に近づいた場合でも、支持部を第２取付部に取り付けることによりアウトタン
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クの配置位置が遊技機から遠ざかった場合でも、受入部だけは遊技機における遊技媒体の
排出位置の直下に配置することができる。
【００１３】
　本発明の請求項５に記載のアウトタンクは、請求項１～４のいずれかに記載のアウトタ
ンクであって、
　前記第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５３
／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と前記第２取付部（連設部９０６の第２取付孔
９０８／支持板９５２の傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７
３）とは、互いに前記遊技機（パチンコ遊技機２）の前後方向にずれた位置に設けられ、
　前記受入部（８０１）は、前記支持部｛８０２（外部支持脚８４０、内部支持脚８５０
、取付ベース８３０）｝に対して前記遊技機（パチンコ遊技機２）の前後方向に移動可能
に設けられている（図１８（ｂ）参照）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けることによりアウトタンクの配置位
置が遊技機に近づいた場合でも、支持部を第２取付部に取り付けることによりアウトタン
クの配置位置が遊技機から遠ざかった場合でも、受入部だけは遊技機における遊技媒体の
排出位置の直下に配置することができる。
【００１４】
　本発明の請求項６に記載のアウトタンクは、請求項１～５のいずれかに記載のアウトタ
ンクであって、
　前記第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５３
／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と前記第２取付部（連設部９０６の第２取付孔
９０８／支持板９５２の傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７
３）とは、互いに前記遊技機（パチンコ遊技機２）の前後方向にずれた位置に設けられ、
　前記排出部（排出口８２６ａ）は、遊技媒体（パチンコ球）の排出方向および／または
排出位置を変更可能に設けられている（図２１参照）、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けることによりアウトタンクの配置位
置が遊技機に近づいた場合でも、支持部を第２取付部に取り付けることによりアウトタン
クの配置位置が遊技機から遠ざかった場合でも、排出部から排出された遊技媒体を設置台
やベース部に落下させることなく設置台の下方に排出することができる。
【００１５】
　本発明の請求項７に記載のアウトタンクのベース部は、
　遊技機（パチンコ遊技機２）の後面（背面）側に排出される遊技媒体（パチンコ球）を
回収するために設置台（設置板２０）に設置され、前記遊技機（パチンコ遊技機２の排出
口１１２）から排出される遊技媒体を受け入れる受入部（８０１）と、該受入部を下方か
ら支持する支持部｛８０２（外部支持脚８４０、内部支持脚８５０、取付ベース８３０）
｝と、を備えるアウトタンク（８）のベース部（ベース金具９００，９５０，９７０）で
あって、
　前記支持部を取り付けるための取付部（第１板状部９０１，連設部９０６／支持板９５
２／第１板状部９７１、第２板状部９７２）を複数有するとともに、前記設置台の上面（
設置面２０ａ）に設置され、
　前記複数の取付部は、前記設置台の上面と同高さ位置または上方位置に前記支持部を取
り付ける第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水平溝９５
３／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と、前記設置台の上面よりも下方位置に前記
支持部を取り付ける第２取付部（連設部９０６の第２取付孔９０８／支持板９５２の傾斜
溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７３）と、を含む、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、支持部を第１取付部に取り付けることで、受入部に落下した遊技媒
体が飛散しにくいように遊技機における遊技媒体の排出位置に受入部を近づけて配置する
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ことができ、また、支持部を第２取付部に取り付けることで、支持部の取付位置を設置台
の上面よりも下方に逃すことができるので、設置台の上面から遊技機における遊技媒体の
排出位置までの高さ寸法がアウトタンクの上下幅寸法よりも小さい場合、つまり排出位置
が極端に低い場合でも排出位置の下方に受入部を配置することができるため、遊技媒体の
排出位置が異なる複数種類の遊技機にも対応して設置することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明が適用された遊技機設置島の内部構造を示す断面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図３】図１の遊技機を示す背面図である。
【図４】アウトタンクのベース金具への取付状態を示す斜視図である。
【図５】図４のＢ－Ｂ断面図である。
【図６】タンク本体を示す分解斜視図である。
【図７】取付ベースを示す斜視図である。
【図８】（ａ）は取付ベースを示す平面図、（ｂ）はＣ－Ｃ断面図、（ｃ）はＤ－Ｄ断面
図である。
【図９】外部支持脚を示す斜視図である。
【図１０】内部支持脚を示す斜視図である。
【図１１】（ａ）は外部支持脚を示す正面図、（ｂ）は外部支持脚を示す側面図、（ｃ）
は外部支持脚を示す底面図である。
【図１２】（ａ）は、内部支持脚を示す正面図、（ｂ）は内部支持脚を示す側面図、（ｃ
）は内部支持脚を示す底面図である。
【図１３】受入部を示す平面図である。
【図１４】ベースタンクを示す底面図である。
【図１５】図１３のＥ－Ｅ断面図である。
【図１６】図１３のＦ－Ｆ断面図である。
【図１７】受入部の内部構造を示す縦断面図である。
【図１８】（ａ）～（ｃ）はタンク本体の位置調整状態を示す概略図である。
【図１９】タンク本体を第１取付孔に取り付けた状態を示す図である。
【図２０】タンク本体を第２取付孔に取り付けた状態を示す図である。
【図２１】タンク本体の排出口の変形例を示す図である。
【図２２】（ａ）（ｂ）はタンク本体の変形例を示す図である。
【図２３】（ａ）はベース金具の変形例を示す斜視図であり、（ｂ）は（ａ）の要部拡大
側面図である。
【図２４】（ａ）（ｂ）はタンク本体の取付位置の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明に係るアウトタンク及びアウトタンクのベース部を実施するための形態を実施例
に基づいて以下に説明する。
【実施例】
【００１８】
　実施例に係るアウトタンク及びアウトタンクのベース部について、図面にもとづいて説
明する。図１は、本発明が適用された遊技機設置島の内部構造を示す断面図である。図２
は、図１のＡ－Ａ断面図である。図３は、図１の遊技機を示す背面図である。図４は、ア
ウトタンクのベース金具を示す斜視図である。図５は、図４のＢ－Ｂ断面図である。尚、
以下の説明においては、図１の手前側を前面、奥側を背面、左右側を左右側面とする。す
なわち、パチンコ遊技機２を正面から見た場合を基準として上下左右の向きを説明する。
【００１９】
　図１に示すように、遊技店等に備え付けられる遊技機設置島１は、左右方向に向けて細
長に形成されており、その前後面には、遊技機の一例であるパチンコ遊技機２及び該パチ
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ンコ遊技機２において遊技に使用する遊技媒体としてのパチンコ球の貸出を実施させる球
貸処理機（図示略）が長手方向（左右方向）に向けて複数列設されている。
【００２０】
　遊技機設置島１の略中央上部には、パチンコ球が貯留される上部タンク３が設けられて
おり、この上部タンク３内に貯留されたパチンコ球は、遊技機設置島１内の長手方向両端
部に向けてそれぞれ下方に傾斜するように配設された左右の供給樋４に流入するようにな
っている。これら左右の供給樋４には、流下するパチンコ球を各パチンコ遊技機２に供給
するための支流樋５が、供給樋４の前後（球の流下方向の左右）の側板に、流下方向に向
けて所定間隔おきに複数配設されており、これら支流樋５に流入したパチンコ球は、各パ
チンコ遊技機２の背面に設けられた球タンク６（図３参照）に供給されるようになってい
る。
【００２１】
　供給樋４の下流側端部には、例えばメンテナンス時等において供給樋４内のパチンコ球
を後述する誘導樋１０Ｌ，１０Ｒ内に流出させる球抜き管７が設けられている。尚、通常
時にはこの球抜き管７内をパチンコ球が流下しないようになっている。
【００２２】
　遊技機設置島１の内部には、パチンコ遊技機２より排出されたアウト球を受け入れると
ともに、受け入れたパチンコ球を後述する側部樋１７Ｌ，１７Ｒに排出するアウトタンク
８が、各パチンコ遊技機２の背面側にそれぞれ対応して設けられている（図２及び図３参
照）。
【００２３】
　また、上部タンク３からは、該上部タンク３内部に貯留されるパチンコ球の貯留量が所
定量以上となってオーバーフローしたパチンコ球を、遊技機設置島１の長手方向の略中央
位置に配置される揚送研磨装置２５の左右側、つまり遊技機設置島１の左右両側（長手方
向の両端側）の下部にそれぞれ配置される第１のタンクとしての島タンク９Ｌ，９Ｒにそ
れぞれ導くオーバーフロー樋１２が左右に向けて下方に傾斜して延設されているとともに
、これら左右のオーバーフロー樋１２の下流側端部からは、オーバーフロー管１８が垂下
されている。
【００２４】
　図１及び図２に示されるように、左右の島タンク９Ｌ，９Ｒ内には、球抜き管７及びオ
ーバーフロー管１８から排出されるパチンコ球が流入する誘導樋１０Ｌ，１０Ｒが、それ
ぞれ遊技機設置島１における長手方向中央に向けて下方に傾斜するように配設されている
。誘導樋１０Ｌ，１０Ｒは、所定の前後幅寸法を有する略水平な水平面部１０ａと、該水
平面部１０ａにおける前後幅方向の両端側から外方に向けて上方に傾斜するように連設さ
れる傾斜面部１０ｂと、からなる１枚の金属板からなり、誘導樋１０Ｌ，１０Ｒを流下し
たパチンコ球は下流側端部から落下するとともに、下流側端部で球詰まりが生じた場合に
は前後の傾斜面部１０ｂ上を乗り上げて島タンク９Ｌ，９Ｒ内に落下して偏りなく貯留さ
れるようになっている。
【００２５】
　遊技機設置島１の左側端部には、遊技者が獲得したパチンコ球を計数するための計数装
置１５が配設されており、この計数装置１５内に投入されたパチンコ球は、該計数装置１
５に設けられている球投入口１５ａから連設された返却路１６を介して誘導樋１０Ｌ，１
０ＲＬに流入し、島タンク９Ｌ内に排出されて貯留される。つまり、計数装置１５にて計
数された計数済み球は、遊技機設置島１の内部における左側の島タンク９Ｌに返却される
ようになっている。
【００２６】
　左右の島タンク９Ｌ，９Ｒ内における誘導樋１０Ｌ，１０Ｒの前後側（球の流下方向の
左右側）には、図２に示されるように、各アウトタンク８から排出されるパチンコ球を回
収する回収部としての左右一対の側部樋１７Ｌ，１７Ｒがそれぞれ並設されている。
【００２７】
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　側部樋１７Ｌ，１７Ｒに排出されたパチンコ球は、島タンク９Ｌ，９Ｒ内に落下するこ
となく、島タンク９Ｌ，９Ｒと揚送研磨装置２５との間に設けられたバッファタンク２０
０Ｌ，２００Ｒに流出する。一方、島タンク９Ｌ，９Ｒに貯留されたパチンコ球は、ミニ
リフト２１０Ｌ，２１０Ｒにより揚送されることによりバッファタンク２００Ｌ，２００
Ｒに排出される。尚、バッファタンク２００Ｌ，２００Ｒ内に貯留されたパチンコ球によ
り側部樋１７Ｌ，１７Ｒの下流端開口が塞がれて、パチンコ球が上流側に向けて充満した
場合には、側部樋１７Ｌ，１７Ｒの内側面における島タンク９Ｌ，９Ｒの下流側端部付近
に形成された開口（図示略）から落下して島タンク９Ｌ，９Ｒ内に貯留されるようになっ
ている。バッファタンク２００Ｌ，２００Ｒから流出したパチンコ球は、中継樋２４Ｌ，
２４Ｒを流下して揚送研磨装置２５に供給される。
【００２８】
　そして、バッファタンク２００Ｌ，２００Ｒから中継樋２４Ｌ，２４Ｒを流下して揚送
研磨装置２５内に流入したパチンコ球は、揚送研磨装置２５により揚送・研磨された後、
上部タンク３内に排出されて貯留される。
【００２９】
　これら遊技機設置島１内に配設される供給樋４、支流樋５、オーバーフロー樋１２、オ
ーバーフロー管１８、誘導樋１０Ｌ，１０Ｒ、側部樋１７Ｌ，１７Ｒ、ミニリフト２１０
Ｌ，２１０Ｒ、バッファタンク２００Ｌ，２００Ｒ、中継樋２４Ｌ，２４Ｒ、揚送研磨装
置２５とにより、遊技機設置島１内におけるパチンコ球の循環経路が構成されている。
【００３０】
　また、遊技機設置島１内には、揚送研磨装置２５及びミニリフト２１０Ｌ，２１０Ｒを
制御する制御装置（図示略）が設けられている。この制御装置（図示略）には、揚送研磨
装置２５、ミニリフト２１０Ｌ，２１０Ｒ、計数装置１５が接続されているとともに、上
部タンク３、島タンク９Ｌ，９Ｒ、ミニタンク２０１Ｌ，２０１Ｒ内に設けられた各種セ
ンサ（図示略）が接続されており、各種センサからの検出状況、つまり各タンクにおける
パチンコ球の貯留状況と、揚送研磨装置２５の駆動状況や計数装置１５からの球の返却状
況等に応じて、揚送研磨装置２５やミニリフト２１０Ｌ，２１０Ｒの駆動制御を実施して
パチンコ球を揚送し、遊技機設置島１内を循環させるようになっている。また、制御装置
は通信ユニットを介して図示しないホールコンピュータなどの管理装置等に接続されてい
て、例えば、揚送研磨装置２５やミニリフト２１０Ｌ，２１０Ｒ等が停止した場合に、該
駆動が停止した旨を前記管理装置等に送信するようになっている。
【００３１】
　また、通常時においては、パチンコ遊技機２から排出されて側部樋１７Ｌ，１７Ｒに回
収されるパチンコ球が、島タンク９Ｌ，９Ｒ内に貯留されているパチンコ球よりも優先し
て揚送研磨装置２５内に流入して揚送されるようになっている。そして、上部タンク３内
におけるパチンコ球の貯留量が所定レベル以下となり、パチンコ遊技機２へのパチンコ球
の補給が途絶える可能性がある場合等に、ミニリフト２１０Ｌ，２１０Ｒ等が駆動され、
島タンク９Ｌ，９Ｒ内に貯留されているパチンコ球が上部タンク３内に揚送される。
【００３２】
　尚、本実施例における遊技機設置島１は、上部タンク３や島タンク９Ｌ，９Ｒ内部に貯
留されたパチンコ球のみを制御により循環して使用するいわゆる独立式の遊技機設置島で
あるが、例えば遊技場内に並設される他の遊技機設置島と上部タンク同士を適宜連結樋等
により連結して、他の遊技機設置島間でパチンコ球の貯留量の調整を行うことができるよ
うにしてもよい。また、遊技者が獲得したパチンコ球を計数する計数装置が各パチンコ遊
技機２に対応して設けられ、各遊技機設置島内においてパチンコ球を循環使用することが
可能に構成されたユニット式の遊技機設置島であってもよい。
【００３３】
　また、本実施例では、アウトタンク８から排出されたパチンコ球は、島タンク９Ｌ，９
Ｒ内に設けられた側部樋１７Ｌ，１７Ｒに落下して回収され、島タンク９Ｌ，９Ｒに貯留
されたパチンコ球よりも優先して上部タンク３に揚送されるようになっていたが、ミニリ
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フト２１０Ｌ，２１０Ｒ、バッファタンク２００Ｌ，２００Ｒ、側部樋１７Ｌ，１７Ｒ等
は設けずに、アウトタンク８から排出されたパチンコ球を島タンク９Ｌ，９Ｒに直接排出
させて回収し、この島タンク９Ｌ，９Ｒから揚送研磨装置２５に供給されるようにしても
よい。
【００３４】
　図２に示すように、遊技機設置島１を構成する躯体１３は金属製のフレームからなり、
床面Ｆから所定高さ位置には、パチンコ遊技機２を左右方向に並設設置する設置台を形成
するための水平板２２が架設されている。水平板２２の上面には、パチンコ遊技機２の前
面下部に設けられる排出口（図示略）から排出される賞球を貯留する球箱等を載置するた
めの膳板２１が載置されているとともに、膳板２１の上面には、パチンコ遊技機２を固設
するための設置板２０が載置されている。これら水平板２２、膳板２１、設置板２０は木
板にて構成され、釘やビス等にて後述する外枠１００を固定可能とされており、遊技機設
置島１の長手方向にわたり水平に架設され、パチンコ遊技機２を設置する設置台を構成し
ている。また、水平板２２の下方には化粧パネル２３が取り付けられており、これら化粧
パネル２３により遊技機設置島１の下方の腰板部が被覆されている。尚、本実施例では、
パチンコ遊技機２の設置台が水平板２２、膳板２１、設置板２０にて構成されていたが、
一枚の板材や角材等にて構成されていてもよい。
【００３５】
　図３に示すように、パチンコ遊技機２は、打ち出されたパチンコ球が流下する遊技領域
（図示略）を形成する遊技盤（図示略）が取り付けられる合成樹脂材からなる前面枠１０
１と、この前面枠１０１を一側辺を中心に開閉可能に枢支する外枠１００と、から構成さ
れる。外枠１００は、木製の上板１００ａ及び下板１００ｂと、金属材からなる左右側板
１００ｃ，１００ｄと、により四角枠状に形成され、下板１００ｂをビス等により設置面
２０ａに固定するとともに、上板１００ａをビス等により図示しない上設置板に固定する
ことで、パチンコ遊技機２を設置板２０上に立設固定できるようになっている。
【００３６】
　また、前面枠１０１の背面には、遊技の制御を行う遊技制御用マイクロコンピュータが
搭載される主基板３１、演出の制御を行う演出制御用マイクロコンピュータが搭載される
演出制御基板８０、賞球の払出制御を行う払出制御用マイクロコンピュータが搭載される
払出制御基板３７等の各種基板が取り付けられている。また、前述した球タンク６及び球
タンク６に供給されたパチンコ球を球払出装置９７に誘導する供給通路１１０や、遊技領
域から背面側に誘導されて回収されたパチンコ球（所謂アウト球）が流下する排出通路１
１１や、この排出通路１１１により誘導されたパチンコ球を排出する排出口１１２が下面
に形成された機構板１１５（図２参照）が組み付けられている。
【００３７】
　遊技領域に打ち出され、該遊技領域に設けられた入賞口（図示略）に入賞した入賞球（
所謂セーフ球）及びいずれの入賞口にも入賞しなかった非入賞球（所謂アウト球）は、遊
技盤の背面側に誘導された後、排出通路１１１の上流端に設けられた回収部１１１ａに落
下し、排出通路１１１により下方に誘導されて排出口１１２から下方に排出される。従っ
て、排出口１１２は、設置面２０ａである設置面２０ａよりも上方の所定高さ位置に配置
されるが、回収部１１１ａよりも上方位置には設けられない。また、この回収部１１２ａ
の高さ位置は、遊技領域（図示略）の大きさに応じて上下することがあるため、遊技領域
が下方に拡大された場合、回収部１１１ａとともに排出口１１２の配置位置も下方にずれ
ることがある。
【００３８】
　図２に示すように、設置板２０の前後幅寸法は、パチンコ遊技機２の外枠１００の前後
幅寸法よりも長寸に形成されており、外枠１００は、設置面２０ａにおける前側に配置さ
れる。そして設置面２０ａにおける外枠１００の背面側にはアウトタンク８が配置され、
排出口１１２から排出されて鉛直下方に落下するパチンコ球を受け入れるとともに、受け
入れたパチンコ球を回収樋１７Ｌ，１７Ｒに排出する（図３参照）。
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【００３９】
　図２～図５及び図１７に示すように、アウトタンク８は、パチンコ遊技機２の排出口１
１２から排出されるパチンコ球を受け入れる受入部８０１と、該受入部８０１を下方から
支持する支持部８０２と、受入部８０１にて受け入れたパチンコ球を設置板２０の下方、
つまり、設置面２０ａよりも下方位置に設けられた回収樋１７Ｌ，１７Ｒに排出する排出
口８０３と、からなるタンク本体８００と、タンク本体８００の支持部８０２を取り付け
可能な取付部が複数箇所に形成されたベース部としてのベース金具９００と、から構成さ
れている。
【００４０】
　図４及び図５に示すように、ベース金具９００は、後述する取付ベース８３０（図７参
照）の左右幅寸法よりも長寸の左右幅寸法を有する金属板を屈曲形成することにより構成
されている。詳しくは、設置面２０ａ上に載置される第１板状部９０１と、第１板状部９
０１の後端部にて屈曲して下方に垂設され、設置板２０の後端面２０ｂに沿って配置され
る第２板状部９０２と、からなり、第１板状部９０１の四隅には取付孔９０３が形成され
、ビス９０３ａにより設置板２０の設置面２０ａ上に固定できるようになっているととも
に、第２板状部９０２の下部左右側には取付孔９０４が形成され、ビス９０４ａにより膳
板２１の後端面２１ａに固定できるようになっている。
【００４１】
　第１板状部９０１には、後述するタンク本体８００を取り付けるためのビス９０５ａが
取り付けられる第１取付孔９０５が４箇所に形成されており、タンク本体８００に取り付
けたビス９０５ａを第１取付孔９０５に挿通して設置板２０に螺入することで、タンク本
体８００を設置面２０ａ上に取り付けできるようになっている。
【００４２】
　第２板状部９０２には、設置板２０の後端面２０ｂ及び膳板２１の後端面２１ａから後
方に向けて水平に突出するように連設される連設部９０６が形成されている。連設部９０
６は、第２板状部９０２の一部を背面側に突出させるように側面視コ字形に屈曲すること
により形成される。連設部９０６の上面９０６ａは水平をなし、タンク本体８００を取り
付けるためのビス９０５ａが取り付けられる第２取付孔９０８が前後左右の４箇所に形成
されている。また、内部には木製の内板９０７が嵌装されており、タンク本体８００に取
り付けたビス９０５ａを第２取付孔９０８に挿通して内板９０７に螺入することで、後述
するようにタンク本体８００を設置面２０ａよりも下方位置に取り付けできるようになっ
ている。
【００４３】
　このようにベース金具９００は、タンク本体８００を設置板２０等からなるパチンコ遊
技機２の設置台に取り付けるための金具であって、設置台におけるパチンコ遊技機２の背
面側における左右方向の略中央位置に固定される（図２参照）。そして、タンク本体８０
０を取り付け可能な取付部としての第１取付孔９０３と第２取付孔９０８とがそれぞれ異
なる高さ位置に形成されていることで、後述するように、パチンコ遊技機２の排出口１１
２の高さ位置に応じて、第１取付孔９０３または第２取付孔９０８のいずれかに選択的に
取り付けできるようになっている。
【００４４】
　具体的には、設置板２０の上面２０ａに設置される被設置部を構成する第１板状部９０
１と、該第１板状部９０１の下後方位置に水平に配置される連設部９０６と、第１板状部
９０１と連設部９０６とを連結する連結部である第２板状部９０２と、から構成され、第
１板状部９０１の上面と連設部９０６の上面９０６ａとはそれぞれ水平に配置され、互い
に略平行をなしている。また、第１取付部としての第１取付孔９０５は第１板状部９０１
の上面に設けられ、第２取付部としての第２取付孔９０８は連設部９０６の上面９０６ａ
に設けられている。そして、第１板状部９０１の下面、つまり設置板２０の設置面２０ａ
に設置される被設置面を基準として、該被設置面よりも上方位置に第１取付孔９０５が設
けられ、被設置面よりも下方位置に第２取付孔９０８が設けられている。
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【００４５】
　尚、本実施例では、ベース部としてのベース金具９００は金属製であったが、合成樹脂
材等にて構成されていてもよい。
【００４６】
　次に、アウトタンク本体８００の詳細な構造を、図６～図１６にもとづいて説明する。
図６は、タンク本体を示す分解斜視図である。図７は、取付ベースを示す斜視図である。
図８は、（ａ）は取付ベースを示す平面図、（ｂ）はＣ－Ｃ断面図、（ｃ）はＤ－Ｄ断面
図である。図９は、外部支持脚を示す斜視図である。図１０は、内部支持脚を示す斜視図
である。図１１は、（ａ）は外部支持脚を示す正面図、（ｂ）は外部支持脚を示す側面図
、（ｃ）は外部支持脚を示す底面図である。図１２は、（ａ）は、内部支持脚を示す正面
図、（ｂ）は内部支持脚を示す側面図、（ｃ）は内部支持脚を示す底面図である。図１３
は、受入部を示す平面図である。図１４は、ベースタンクを示す底面図である。図１５は
、図１３のＥ－Ｅ断面図である。図１６は、図１３のＦ－Ｆ断面図である。図１７は、受
入部の内部構造を示す縦断面図である。図１８は、（ａ）～（ｃ）はタンク本体の位置調
整状態を示す概略図である。
【００４７】
　尚、以下において、パチンコ遊技機２の正面側からタンク本体８００を見た場合を基準
として上下左右の向きを説明する。例えば、図６の場合、左斜め下側をタンク本体の前面
側、右斜め上側をタンク本体の背面側、右斜め下側をタンク本体の右側、左斜め上側をタ
ンク本体の左側とする。
【００４８】
　図６に示すように、タンク本体８００は、ベース金具９００に取り付けられる取付ベー
ス８３０、取付ベース８３０の上部に取り付けられる外部支持脚８４０及び外部支持脚８
４０に取り付けられる内部支持脚８５０（図１０参照）からなる支持部８０２と、内部支
持脚８５０に取り付けられるとともに、排出口８０３を有するベースタンク８６１及びベ
ースタンク８６１に対して前後方向にスライド移動可能に取り付けられる移動タンク８６
２からなる受入部８０１と、から主に構成され、取付ベース８３０、外部支持脚８４０、
内部支持脚８５０、ベースタンク８６１及び移動タンク８６２は合成樹脂材（例えば、Ａ
ＢＳ樹脂等）にて所定の形状に成形されている。
【００４９】
　図７及び図８に示すように、取付ベース８３０は、平面視略横長長方形状に成形された
板材からなる。取付ベース８３０には、上下方向に貫通する取付孔８３１が四隅に形成さ
れており、その取付孔８３１にネジ９０５ａ（図４及び図８（ｂ）参照）が挿通される。
取付ベース８３０は、長手方向が左右方向に沿うようにベース金具９００の第１取付孔９
０５または第２取付孔９０８に取り付けられる。また、取付ベース８３０の上面における
前端部側及び後端部側には、左右方向に沿って案内溝８３３が形成されており、各案内溝
８３３の上側開口端部には、案内溝８３３の前後方向内側に突出するように第１抜止部８
３４が形成されている。また、前後方向の略中央（即ち、案内溝８３３，８３３の間）に
は、左右方向に沿って凹溝８３５が上方を開口するように凹設されている。この凹溝８３
５の底面には、複数（本実施例では９つ）の円柱８３６が左右方向に沿って等間隔に立設
されていると共に、隣り合う円柱８３６間を繋ぐように案内板８３７が立設されている。
【００５０】
　図９及び図１１に示すように、外部支持脚８４０は、全体が略直方体をなす筒状に成形
されており、その下方には底板８４０ａが設けられ、上方が開口するように底板８４０ａ
の周囲に外側周壁部８４１が立設されている。底板８４０ａは、中央部が外部支持脚８４
０の内側に突出し、上げ底となるように形成されている。前側及び後側の各外側周壁部８
４１には、その下端部から上方に向かって一対の第１切込部８４２が形成されている。第
１切込部８４２の間には、鉛直方向下向きに延びるように板状の係合部８４３が形成され
ている。また、係合部８４３の先端部には、側面視で逆三角形状の係合爪８４３ａが形成
されている。係合爪８４３ａは、係合部８４３の先端に近づくに従って細くなるように形
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成されている。
【００５１】
　また、底板８４０ａの下面には、移動規制部８４５が鉛直方向下向きに延びるように形
成されている。この移動規制部８４５は、前後方向に並べて配設された一対の湾曲状の板
部材から構成されている。そして、移動規制部８４５は、外部支持脚８４０を取付ベース
８３０に取り付けた際、取付ベース８３０に形成された円柱８３６及び案内板８３７を前
後方向から挟持するようになっている。また、左側及び右側の各外側周壁部８４１には、
上下方向に延びる案内孔８４６が形成されている。この案内孔８４６は、前後方向に延び
る複数（本実施例では３つ）の幅広孔８４７ａと、その複数の幅広孔８４７ａとの間に連
設された幅狭孔８４７ｂとから構成されている。
【００５２】
　このように構成された外部支持脚８４０は、外部支持脚８４０の係合部８４３を取付ベ
ース８３０の案内溝８３３に挿入することによって取付ベース８３０に対して取り付けら
れる。このとき、外部支持脚８４０は、係合部８４３の係合爪８４３ａが案内溝８３３の
第１抜止部８３４に係合されると共に、移動規制部８４５が円柱８３６及び案内板８３７
に嵌合されるため、取付ベース８３０に対して上下方向及び前後方向への移動が拘束され
た状態で取り付けられる。その一方で、外部支持脚８４０は、左右方向から所定の力を加
えることで、取付ベース８３０に対して左右方向への移動が許容された状態で取り付けら
れる。即ち、外部支持脚８４０は、左右方向から所定の力を加えると、左右方向移動規制
部８４５が円柱８３６と干渉して前後方向外側に広がるように弾性変形し、円柱８３６の
挟持を解除するため、左右方向に移動させることが可能となる。なお、外部支持脚８４０
は、円柱８３６が等間隔で左右方向に沿って複数立設されているので、左右方向への移動
の際には円柱８３６の間隔毎に位置決めされ、段階的に移動する。
【００５３】
　このように取付ベース８３０の案内溝８３３、円柱８３６、案内板８３７と外部支持脚
８４０の係合部８４３、移動規制部８４５とによって、受入部８０１を左右方向へ移動さ
せる左右位置調整機構が構成されている。
【００５４】
　図１０及び図１２に示すように、内部支持脚８５０は、全体が略直方体をなす筒状に成
形されており、その内部には底板８５０ａが設けられ、上方と下方が開口するように底板
８５０ａの周囲に内側周壁部８５１が立設されている。内部支持脚８５０は、外部支持脚
８４０の内側に嵌め込まれて取り付けられるため、外部支持脚８４０の内側に嵌め込むこ
とが可能な大きさとされている。そして、前側及び後側の各内側周壁部８５１の下端部は
、左右方向中央部が長方形状に切り欠かれており、外部支持脚８４０の底板８４０ａの形
状に対応した形状となっている（図１２（ａ）参照）。
【００５５】
　また、左側及び右側の各内側周壁部８５１には、その下端部から鉛直方向上向きに延び
るように一対の第２切込部８５２が形成されている。第２切込部８５２の間には、鉛直方
向下向きに延びるように板状の上下係合部８５３が形成されている。上下係合部８５３の
先端には、内側周壁部８５１に対して左右方向外側に突出し、平面視凸状をなす係合凸部
８５３ａが形成されている。尚、係合凸部８５３ａは、内部支持脚８５０を外部支持脚８
４０に嵌め込んだ際に外部支持脚８４０の案内孔８４６に係合されるようになっている。
また、係合凸部８５３ａの先端部には操作部８５３ｂが形成されており、該操作部８５３
ｂは外部支持脚８４０の外側周壁部８４１よりも外側に突出するようになっている。
【００５６】
　また、左側及び右側の各内側周壁部８５１の上端部には、左右方向外側に突出するよう
に前後一対の係合部８５４が形成されている。係合部８５４は、その全体が略Ｌ字形状を
なし、基端側から所定距離だけ左右方向外側に延出された後、先端部が上方を向くように
屈曲されている。そして、係合部８５４の先端部には、側面視で三角形状の案内爪８５４
ａが形成されている。案内爪８５４ａは、係合部８５４の先端に近づくに従って細くなる
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ように形成されている。また、左側及び右側の各内側周壁部８５１には、その上端部から
鉛直方向下向きに延びるように一対の第３切込部８５５が形成されている。第３切込部８
５５の間には、鉛直方向上向きに延びるように板状の移動規制部８５６が形成されている
。移動規制部８５６の先端には、前後方向に沿って並列された複数の鋸歯からなるラック
８５６ａが左右方向外側に突出形成されている。また、前側及び後側の各内側周壁部８５
１の上端部には、前後方向外側に突出する左右一対の補強板８５７が前後にそれぞれ形成
されている。各補強板８５７の略中央には、前後方向に延びる左右一対の支持用挟持板８
５８が立設されている。
【００５７】
　このように構成された内部支持脚８５０は、外部支持脚８４０の内側に嵌め込むことに
よって外部支持脚８４０に対して取り付けられる。このとき、内部支持脚８５０は、その
略半分が外部支持脚８４０に収容されるため、外部支持脚８４０に対して左右方向及び前
後方向への移動が拘束された状態で取り付けられる。その一方で、内部支持脚８５０は、
外部支持脚８４０の案内孔８４６（幅広孔８４７ａ）に内部支持脚８５０の係合凸部８５
３ａが係合され、外部支持脚８４０に対して上下方向への移動が許容された状態で取り付
けられる。即ち、内部支持脚８５０は、外部支持脚８４０の外側周壁部８４１よりも外側
に突出する各係合凸部８５３ａの先端部（操作部８５３ｂ）を指先で挟み、係合凸部８５
３ａを内側に弾性変形させるように力を加えると、係合凸部８５３ａと案内孔８４６（幅
広孔８４７ａ）との係合状態が解除され、上下方向に移動させることが可能となる。なお
、内部支持脚８５０は、案内孔８４６を構成する幅広孔８４７ａ間を移動できるようにな
っている。本実施例では、外部支持脚８４０（案内孔８４６）と内部支持脚８５０（係合
凸部８５３ａ）によって、受入部８０１を上下方向へ移動させる上下位置調整装置が構成
されている。つまり、支持部８０２は上下に伸縮可能に形成されている。
【００５８】
　図１３及び図１４に示すように、受入部８０１は、内部支持脚８５０に取り付けられる
ベースタンク８６１と、該ベースタンク８６１に対して前後方向にスライド移動可能に取
り付けられる移動タンク８６２と、から構成されている。
【００５９】
　ベースタンク８６１は、略四角形の平板状に形成された第１底部８６３と、該第１底部
８６３の後側の縁から立設された壁部としての後方壁部８６４と、該第１底部８６３の左
右両側の縁から立設された壁部としての第１側壁部８６５とから構成されている。即ち、
ベースタンク８６１は、第１底部８６３の３辺からコ字状に前記各壁部８６４，８６５が
立設されており、上方と前方が開口されている。また、第１底部８６３は、前方開口部か
ら後方壁部８６４に向かって下るように緩やかに傾斜している。
【００６０】
　第１底部８６３の下面には、図１４に示すように、前後方向に延びる左右一対の案内部
８６６が形成されている。案内部８６６の先端部には、第１底部８６３の左右方向内側に
突出するように突出部８６６ａが形成されている。突出部８６６ａは、前後方向に沿って
形成されている。そして、案内部８６６は、第１底部８６３の傾斜に合わせて後端部から
前端部に向かって上下方向（鉛直方向）の幅が大きくなるように形成されている。また、
第１底部８６３の下面には、案内部８６６よりも内側（第１底部８６３の中央寄り）に、
前後方向に延びる左右一対の案内板８６７が形成されている。左右の案内板８６７各々の
対向面には、前後方向に沿って並列された複数の鋸歯からなるラック８６７ａが突設され
ている。また、案内部８６６よりも外側（第１底部８６３の左右側）には、前後方向に延
びる左右一対の案内板８９７が形成されている。左右の案内板８９７各々の対向面には、
前後方向に沿って並列された複数の鋸歯からなるラック８９７ａが突設されている。
【００６１】
　さらに、第１底部８６３の下面には、案内板８６７よりも内側（第１底部８６３の中央
寄り）に、前後方向に延びる左右一対の支持板８６８が形成されている。そして、案内板
８６７及び支持板８６８は、前述した案内部８６６と同様に、第１底部８６３の傾斜に合
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わせて後端部から前端部に向かって上下方向（鉛直方向）の幅が大きくなるように形成さ
れている。
【００６２】
　また、第１底部８６３には、各第１側壁部８６５の近傍に、平面視で四角形状のスライ
ド位置決め孔８７５が複数（各４つずつ）形成されている。スライド位置決め孔８７５は
、前後方向に沿って所定間隔を空けて配設されている。また、第１底部８６３には、後方
壁部８６４の近傍に、弾性体板８９１を取着するための取付孔８７６が所定間隔を空けて
複数（本実施例では、３つ）形成されている。さらに、第１底部８６３の上面には、前端
部から後端部に向かって延びるスライド用溝部８７７が形成されている。また、各第１側
壁部８６５の上端には、左右方向内側に突出するように第２抜止部８７８が形成されてい
る。
【００６３】
　このように構成されたベースタンク８６１（受入部８０１）は、内部支持脚８５０の係
合部８５４をベースタンク８６１の案内部８６６（突出部８６６ａ）に係合することによ
って内部支持脚８５０に対して取り付けられる。このとき、ベースタンク８６１は、案内
板８６７のラック８６７ａが移動規制部８５６のラック８５６ａに係合されると共に、支
持板８６８が補強板８５７の支持用挟持板８５８に挟持されるため、内部支持脚８５０に
対して上下方向及び左右方向への移動が拘束された状態で取り付けられる。その一方で、
ベースタンク８６１は、前後方向から所定の力を加えることで、内部支持脚８５０に対し
て前後方向への移動が許容された状態で取り付けられる。即ち、ベースタンク８６１は、
前後方向から所定の力を加えると、案内板８６７に係合されている内部支持脚８５０の移
動規制部８５６が左右方向内側に互いに近づくように弾性変形し、前後方向に移動させる
ことが可能となる。なお、ベースタンク８６１は、案内板８６７のラック８６７ａと移動
規制部８５６のラック８５６ａとの係合によって、前後方向に段階的に移動させることが
できる。本実施例では、ベースタンク８６１（案内部８６６、案内板８６７）と内部支持
脚８５０（係合部８５４、移動規制部８５６）によって、受入部８０１を前後方向へ移動
させる前後位置調整機構が構成されている。
【００６４】
　また、図１３に示すように、ベースタンク８６１の後方壁部８６４の後方には、パチン
コ遊技機２の排出口１１２から排出されて受け入れた排出球を回収樋１７Ｌ，１７Ｒ側に
排出する排出シュート８６９が一体成形されている。そして、後方壁部８６４の左右方向
中央には、ベースタンク８６１（及び移動タンク８６２）側と排出シュート８６９側を連
通させる排出口８６４ａが形成されている。従って、受入部８０１で受け入れた排出球は
、排出口８６４ａを通過して排出シュート８６９に排出されるようになっている。
【００６５】
　排出シュート８６９は、筒状の周壁部８７１により平面視横長長方形状に形成され、周
壁部８７１により囲まれた内部中央には、図１６に示すように、排出球を排出する傾斜排
出口８０３を切り替える（排出球の排出方向（左方向又は右方向）を切り替える）切替部
材８７３が取り付けられている。
【００６６】
　切替部材８７３は、上下方向を向く垂直片８７３ａと、垂直片８７３ａの下端から一側
方に向けて下方に傾斜するように延設された傾斜片８７３ｂと、から正面視略Ｌ字形に形
成され、傾斜片８７３ｂは、周壁部８７１の左右側との間に排出球を排出可能な大きさを
有する排出口８０３を形成可能な長さを有している。垂直片８７３ａの上部には前後一対
の差込片８７３ｃが形成されており、周壁部８７１および後方壁部８６４に形成された切
込溝８７０（図６参照）に差込片８７３ｃを上方から差し込むことで、切替部材８７３を
右向きまたは左向きに取り付けできるようになっている。向きを切り替えたいときは、一
度上方に抜き取り、向きを変えた後に左右反対側の切込溝８７０に差込片８７３ｃを上方
から差し込めばよい。
【００６７】



(15) JP 5456543 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

　周壁部８７１の左右側の下端部には、排出球を計数する球計数器８２６を取り付けるた
めの計数機取付部材８７２を着脱可能とする取付部が形成されており、計数機取付部材８
７２を排出シュート８６９の左側または右側に付け替えできるようになっている。
【００６８】
　このように、切替部材８７３を例えば正面から見て右向きに排出シュート８６９に取り
付けることで（図１６中実線参照）、排出口８６４ａを通過して排出シュート８６９に排
出された排出球は、傾斜片８７３ｂの上面に形成された誘導路により排出シュート８６９
の右側に向けて流下され、傾斜片８７３ｂの先端と周壁部８７１との間に形成された右側
の排出口８０３から排出される。そして下方に取り付けた球計数器８２６内を流下し、球
計数器８２６の下面に形成された排出口８２６ａから排出され、排出シュート８２６ｂを
介して側部樋１７Ｌ，１７Ｒに排出される。
【００６９】
　また、排出シュート８６９の左右側の周壁部８７１には、図１３及び図１６に示すよう
に、切替部材８７３を介して傾斜片８７３ｂ上を誘導案内された排出球を整列させる球均
し部材８７４を取り付けるための球均し部材取付孔（図示略）が形成されており、排出口
８０３の形成位置に応じて左右に付け替えできるようになっている。
【００７０】
　図１３に示すように、移動タンク８６２は、略四角形状の平板状に形成された第２底部
８８３と、該第２底部８８３の前側の縁から立設された壁部としての前方壁部８８４と、
該第２底部８８３の左右両側の縁から立設された壁部としての第２側壁部８８５とから構
成されている（図１３参照）。即ち、移動タンク８６２は、第２底部８８３の３辺からコ
字状に前記各壁部８８４，８８５が立設されており、上方と後方が開口されている。また
、第２底部８８３は、前方壁部８８４から後方開口部に向かって下るように緩やかに傾斜
している。また、前方壁部８８４の内面には、第２底部８８３の上面に敷設される弾性体
板８９１（図１７参照）を上方から押える柱状のゴム押え８９０が複数箇所に突設されて
いる。なお、このゴム押え８９０の突出長さ寸法は、第２底部８８３上のパチンコ球が前
方壁部８８４の内面に当接した状態において該パチンコ球に当接しない長さ寸法に形成さ
れていることが好ましく、このようにすれば、パチンコ遊技機２の排出口１１２から排出
されたパチンコ球がゴム押え８９０に落下してゴム押え８９０が破損することが防止され
る。
【００７１】
　また、左右方向において、移動タンク８６２の第２底部８８３の長さ寸法は、第１底部
８６３の長さ寸法よりも僅かに短く形成されている。即ち、左右方向において、第２側壁
部８８５間の長さ寸法は、第１側壁部８６５間の長さ寸法よりも僅かに短く形成されてい
る。そして、移動タンク８６２は、ベースタンク８６１の前方開口側と移動タンク８６２
の後方開口側とを対向させてベースタンク８６１の内側にスライド移動させ、ベースタン
ク８６１内に第２底部８８３及び第２側壁部８８５の一部が収容されるようになっている
（図６及び図１３参照）。それと共に、第２底部８８３の一部は、第１底部８６３の上に
重なり、また、第１側壁部８６５の内側と第２側壁部８８５の外側の一部は、互いに摺接
するようになっている。
【００７２】
　このようにベースタンク８６１と移動タンク８６２が取り付けられると、受入部８０１
は、第１底部８６３と第２底部８８３からなる底面が前方壁部８８４、後方壁部８６４、
及び第１，第２側壁部８６５，８８５によって囲まれ、上方が開口した有底箱状となる。
また、移動タンク８６２は、前述のようにベースタンク８６１内に収容されるため、該ベ
ースタンク８６１に対して前後方向にスライド移動可能に取り付けられることになる（図
１６参照）。そのため、受入部８０１の底面の面積（底面積）は、移動タンク８６２をス
ライド移動させることによって前後方向に拡縮される。尚、本実施例では、ベースタンク
８６１と移動タンク８６２を取り付けた状態において、第１底部８６３の底面積と第２底
部８８３の底面積を合わせた全体面積から、第１底部８６３と第２底部８８３とが重なっ
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ている重複面積を引いた部分の面積が受入部８０１の底面積となる。
【００７３】
　移動タンク８６２は、ベースタンク８６１の内側に収容された際、図示しない抜止部が
所定箇所に係合することにより、ベースタンク８６１の前方開口部から前方に向けて抜け
出ないようになっている。また、ベースタンク８６１の内側に収容された際、第２側壁部
８８５の上端部が第１側壁部８６５の第２抜止部８７８に係合することによって、ベース
タンク８６１の上方開口部から上方に向けて抜け出ないようになっている。
【００７４】
　また、第２底部８８３の下面左右側には、鉛直方向上向きに延びるように板状の移動規
制部８８８が形成されている。移動規制部８８８の先端には、前後方向に沿って並列され
た複数の鋸歯からなるラック８８８ａが左右方向外側に突出形成されている。よって、移
動タンク８６２をベースタンク８６１に収容することで、ベースタンク８６１の下面に形
成されたラック８９７ａに移動タンク８６２のラック８８８ａが係合するため、所定の力
を加えることで前後方向に段階的に移動させることができる。
【００７５】
　また、第２底部８８３の中央位置には左右一対の切込溝８８９が前後方向に延びるよう
に形成されている。これにより、第２底部８８３の左右方向の中央部は、前方壁部８８４
からのみ連設されてなる舌片部とされていることで、弾性力を有しており、これにより上
方から落下してくる排出球の衝撃を吸収して飛散や第２底部８８３の破損等を防止できる
ようになっている。
【００７６】
　以上のように構成された移動タンク８６２をベースタンク８６１に対してスライド移動
可能に取り付けることにより、底面積を拡縮自在な受入部８０１が構成されるようになっ
ている。そして、この受入部８０１の底面には、弾性体板８９１が敷設されるようになっ
ている（図１５，１７参照）。
【００７７】
　このようにタンク本体８００は、図１８（ａ）に示すように、取付ベース８３０に対し
て外部支持脚８４０が左右方向にスライド移動可能に設けられていることで、パチンコ遊
技機２の排出口１１２の配置位置に応じて、支持部８０２に対して受入部８０１を左右方
向に移動することで、受入部８０１の左右位置調整ができるようになっている。また、球
計数器８２６の取り付け位置を左側または右側に変更することができるため、取付ベース
８３０に対する外部支持脚８４０の配置位置に応じて、ベース金具９００の連設部９０６
との干渉を避けるように配置することが可能である。
【００７８】
　また、図１８（ｂ）に示すように、外部支持脚８４０に対して内部支持脚８５０が上下
方向に移動可能に設けられていることで、パチンコ遊技機２の排出口１１２の配置位置に
応じて、支持部８０２に対して受入部８０１を上下方向に移動することで、受入部８０１
の上下位置調整ができるようになっている。
【００７９】
　また、図１８（ｃ）に示すように、内部支持脚８５０に対してベースタンク８６１が前
後方向に移動可能に設けられていることで、パチンコ遊技機２の排出口１１２の配置位置
に応じて、支持部８０２に対して受入部８０１を前後方向に移動することで、受入部８０
１の前後位置調整ができるようになっている。
【００８０】
　次に、このように構成されたアウトタンク８の取付状況を図１９及び図２０にもとづい
て説明する。図１９は、タンク本体を第１取付孔に取り付けた状態を示す図である。図２
０は、タンク本体を第２取付孔に取り付けた状態を示す図である。
【００８１】
　図１９には、設置台を構成する設置板２０の設置面２０ａ上に固定されたパチンコ遊技
機２Ａ，２Ｂの背面側にアウトタンク８Ａ，８Ｂが配置された状態が示されている。具体
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的には、図中左右側のパチンコ遊技機２Ａ，２Ｂの排出口１１２は、パチンコ遊技機２Ａ
，２Ｂに対して左右方向の略中央位置であって（図３参照）、前面枠１０１の背面から所
定幅（例えば約１０ｃｍ）離れた位置に配置されている。また、パチンコ遊技機２Ａ，２
Ｂは製造メーカーまたは機種が異なるものであるため、図中左側のパチンコ遊技機２Ａに
おける設置面２０ａから排出口１１２までの高さ幅寸法Ｌ１に対し、図中右側のパチンコ
遊技機２Ｂにおける設置面２０ａから排出口１１２までの高さ寸法Ｌ２の方が大きい（Ｌ
１＜Ｌ２）。つまり、パチンコ遊技機２Ｂの排出口１１２は、パチンコ遊技機２Ａの排出
口１１２よりも高い位置に配置されている。
【００８２】
　一方、アウトタンク８Ａ，８Ｂにおいては、ベース金具９００は、パチンコ遊技機２Ａ
，２Ｂの背面側における左右方向の中央位置に固定されており、タンク本体８００は、取
付ベース８３０がベース金具９００の第１取付孔９０５にネジ９０５ａにより取り付けら
れている（図４及び図５参照）。このように取付ベース８３０を第１取付孔９０５に取り
付けた状態において、排出口１１２の直下に支持部８０２が配置される。また、球計数器
８２６が連設部９０６と干渉することを避けるため、受入部８０１は支持部８０２に対し
て後側にずらした後位置に配置される。
【００８３】
　また、アウトタンク８Ａ，８Ｂは、外部支持脚８４０に対して内部支持脚８５０を最下
位置に配置したときに、取付ベース８３０、外部支持脚８４０及び内部支持脚８５０、受
入部８０１それぞれの上下幅寸法の合算値であるタンク本体８００の上下幅寸法がＰ１と
なり、外部支持脚８４０に対して内部支持脚８５０を最上位置に配置したときにタンク本
体８００の上下幅寸法がＰ２となる（Ｐ１＜Ｐ２）。そしてタンク本体８００の上下幅寸
法の最大値であるＰ２は、設置面２０ａから排出口１１２までの高さ寸法Ｌ１よりも小さ
いため、いずれも第１取付孔９０５に取り付けることが可能である（Ｐ１＜Ｐ２＜Ｌ１＜
Ｌ２）。
【００８４】
　よって、アウトタンク８Ａは、タンク本体８００の上下幅寸法をＰ１とした状態で第１
取付孔９０５に取り付け、アウトタンク８Ｂは、タンク本体８００の上下幅寸法をＰ２と
した状態で第１取付孔９０５に取り付けることができる。すなわち、パチンコ遊技機２Ａ
の排出口１１２よりもパチンコ遊技機２Ｂの排出口１１２の方が高い位置に配置されてい
るため、アウトタンク８Ｂのタンク本体８００を上下幅寸法Ｐ２とした状態で第１取付孔
９０５に取り付けることで、受入部８０１を排出口１１２に近づけることができるため、
排出口１１２から排出され受入部８０１に落下するまでの距離が長くなって、受入部８０
１上に落下したパチンコ球が周囲に飛散することが防止される。
【００８５】
　また、排出口１１２の直下に配置される受入部８０１を支持する支持部８０２自体も排
出口１１２の直下に配置されることで、パチンコ球が受入部８０１上に落下した衝撃を受
入部８０１だけでなく支持部８０２でも吸収できるため、受入部８０１の振動が防止され
るとともに、受入部８０１の破損等が効果的に防止される。
【００８６】
　尚、アウトタンク８Ａではタンク本体８００の上下幅寸法を最小値であるＰ１とし、ア
ウトタンク８Ｂではタンク本体８００の上下幅寸法を最大値であるＰ２としたが、本実施
例では、外部支持脚８４０に対する内部支持脚８５０の高さ位置を３段階で調整できるた
め、排出口１１２の高さ位置に応じて外部支持脚８４０に対する内部支持脚８５０の高さ
位置を中間位置としてもよい。
【００８７】
　図２０には、設置面２０ａから排出口１１２までの高さ幅寸法Ｌ３，Ｌ４が、図１９に
示すパチンコ遊技機２Ａの高さ幅寸法Ｌ１よりも小さい、つまり排出口１１２がより低い
位置に配置されたパチンコ遊技機２Ｃ，２Ｄの背面側にアウトタンク８Ａ，８Ｂが配置さ
れた状態が示されている。また、図中左側のパチンコ遊技機２Ｃにおける設置面２０ａか
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ら排出口１１２までの高さ幅寸法Ｌ３に対し、図中右側のパチンコ遊技機２Ｄにおける設
置面２０ａから排出口１１２までの高さ寸法Ｌ４の方が大きい（Ｌ３＜Ｌ４）。つまり、
パチンコ遊技機２Ｄの排出口１１２は、パチンコ遊技機２Ｃの排出口１１２よりも高く、
パチンコ遊技機２Ａ，２Ｂの排出口１１２よりも低い位置に配置されている（Ｌ１＜Ｌ２
＜Ｌ３＜Ｌ４）。
【００８８】
　設置面２０ａから排出口１１２までの高さ幅寸法Ｌ３は、タンク本体８００の上下幅寸
法の最小値であるＰ１よりも小さく（Ｌ３＜Ｐ１）、また、設置面２０ａから排出口１１
２までの高さ幅寸法Ｌ４は、タンク本体８００の上下幅寸法の最大値であるＰ２よりも小
さい（Ｌ４＜Ｐ２）。このように排出口１１２が極端に低い位置に配置されているパチン
コ遊技機２Ｃ，２Ｄの背面側にアウトタンク８Ａ，８Ｂを配置する場合、タンク本体８０
０の上下幅寸法を最小値であるＰ１としても、取付ベース８３０と外部支持脚８４０及び
内部支持脚８５０とからなる支持部８０２が邪魔になって排出口１１２が形成される機構
板１１５に受入部８０１が干渉してしまい、取付ベース８３０を第１取付孔９０５に取り
付けることができない。
【００８９】
　そこで、取付ベース８３０を、第１取付孔９０５よりも後側下方位置に形成された第２
取付孔９０８にネジ９０５ａにより取り付けることで、取付ベース８３０を設置面２０ａ
よりも低い位置に取り付けることができる。すなわち、支持部８０２の下部を設置面２０
ａよりも下方にずらして取り付けることができるため、受入部８０１を排出口１１２の直
下に配置することが可能となる。
【００９０】
　このように、タンク本体８００の上下幅寸法Ｐ１よりも設置面２０ａから排出口１１２
までの高さ幅寸法Ｌ３，Ｌ４が小さい場合、つまり排出口１１２が極端に低い位置に配置
されている場合でも、取付ベース８３０を第２取付孔９０８に取り付けることで、受入部
８０１のみを設置面２０ａと排出口１１２との間に差し込んで排出口１１２の直下に配置
することができる。
【００９１】
　尚、このように取付ベース８３０を第２取付孔９０８に取り付けた場合、アウトタンク
本体８００の配置位置がパチンコ遊技機２Ｃ，２Ｄから遠ざかることになるため、受入部
８０１は支持部８０２に対して前側にずらした前位置に配置することで、受入部８０１を
極力前方に配置することができるとともに、ベースタンク８６１に対して移動タンク８６
２を前方にスライド移動させることで、受入部８０１の底面積、つまり球受面積を前方に
拡大することができるため、排出口１１２から落下されるパチンコ球を受入部８０１にて
確実に受け入れることが可能となる。
【００９２】
　また、パチンコ遊技機２Ｃの排出口１１２よりもパチンコ遊技機２Ｄの排出口１１２の
方が若干高い位置に配置されているため、アウトタンク８Ｄのタンク本体８００の上下幅
寸法を最大値であるＰ２とすることで、受入部８０１を排出口１１２に近づけてパチンコ
球の飛散を防止することができる。
【００９３】
　尚、アウトタンク８Ｃではタンク本体８００の上下幅寸法を最小値であるＰ１とし、ア
ウトタンク８Ｄではタンク本体８００の上下幅寸法を最大値であるＰ２としたが、本実施
例では、外部支持脚８４０に対する内部支持脚８５０の高さ位置を３段階で調整できるた
め、排出口１１２の高さ位置に応じて外部支持脚８４０に対する内部支持脚８５０の高さ
位置を中間位置としてもよい。
【００９４】
　このようにアウトタンク８は、パチンコ遊技機２の排出口１１２と受入部８０１との離
間幅が大きいと、排出口１１２から受入部８０１に落下した排出球が飛散して球計数器８
２６にて計数できなくなるため、排出口１１２が高い位置にある場合には受入部８０１を
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極力近づけることができるように、設置面２０ａ上に立設される柱状の支持部８０２によ
り受入部８０１を下方から支持するとともに、特に排出口１１２の高さ位置は複数種のパ
チンコ遊技機２で微妙に異なることがあるため、複数種のパチンコ遊技機２に対応して設
置するには支持部８０２に高さ位置調整機構を設けて受入部８０１の高さ位置を微調整可
能とする必要がある。しかし、近年においては、遊技盤に設けられる演出表示装置や役物
等の大型化に伴い遊技領域が下方に拡大され、これに応じて排出口１１２がより一層低い
位置に配置される傾向があるため、この種のパチンコ遊技機２に対応してアウトタンク８
を設置する場合に支持部８０２が邪魔になることがあるが、ベース金具９００を用いれば
、取付ベース８３０を設置面２０ａよりも下方位置に取り付けることができるため、支持
部８０２があっても受入部８０１を排出口１１２の直下に配置することができる。
【００９５】
　以上説明したように、本発明の実施例としてのアウトタンク８Ａ，８Ｂ及びタンク本体
８００のベース金具９００にあっては、支持部８０２の取付ベース８３０を第１取付部で
ある第１取付孔９０５に取り付けることで、受入部８０１上に落下したパチンコ球が飛散
しにくいようにパチンコ遊技機２の排出口１１２に受入部８０１を近づけて配置すること
ができる。また、支持部８０２の取付ベース８３０を第２取付部である第２取付孔９０８
に取り付けることで、支持部８０２の少なくとも一部を設置台である設置板２０の設置面
２０ａよりも下方に逃すことができるので、設置面２０ａからパチンコ遊技機２の排出口
１１２までの高さ寸法がタンク本体８００の上下幅寸法よりも小さい場合、つまり排出口
１１２が極端に低い位置にある場合でも、排出口１１２の下方に受入部８０１を配置する
ことができる。よって、ベース金具９００の固定位置を変更しなくても、設置板２０の設
置面２０ａから排出口１１２までの高さ位置が異なる遊技機にも対応してタンク本体８０
０を配置することができ、これにより複数種類のパチンコ遊技機２の排出口１１２の高さ
位置に合わせてタンク本体８００を設計変更しなくて済むため、製造コストを低減できる
。
【００９６】
　また、ベース金具９００は、設置板２０の設置面２０ａに沿うように当接して配置され
る第１板状部９０１と、第１板状部９０１の後端部から下方に垂設され、設置板２０の後
端面２０ｂに沿うように当接して配置される第２板状部９０２と、から構成され、第１取
付孔９０５は第１板状部９０１に設けられ、第２取付孔９０８は第２板状部９０２から連
設された連設部９０６の上面に設けられている。よって、支持部８０２の取付ベース８３
０を第１取付孔９０５に取り付けた場合は、受入部８０１上にパチンコ球が落下したとき
の衝撃を設置板２０の設置面２０ａにて受けることができ、支持部８０２の取付ベース８
３０を第２取付孔９０８に取り付けた場合は、受入部８０１上にパチンコ球が落下したと
きの衝撃を設置板２０の後端面２０ｂにて受けることができるため、パチンコ球の落下時
の衝撃によりベース金具９００やタンク本体８００に振動が生じてパチンコ球が飛散し、
球計数器８２６にて計数できなくなることが防止されるとともに、振動によるベース金具
９００の破損が防止される。
【００９７】
　特に第２板状部９０２の下端はネジ９０４ａにより膳板２１の後端面２１ａに強固に固
定されていることで、第２板状部９０２の後端面２１ａに対するガタツキが確実に防止さ
れるので、連設部９０６の安定性がより高まる。
【００９８】
　また、第２取付孔９０８は、水平に突出された連設部９０６の上面９０６ａに形成され
ていることで、取付ベース８３０を第１取付孔９０５と同じように水平に取り付けできる
ばかりか、連設部９０６は金属板をコ字形に屈曲形成することで構成されているため、１
枚板で形成した場合よりもガタツキが少ないので、振動等が発生しにくい。
【００９９】
　また、本実施例では、ベース金具９００は、設置板２０の設置面２０ａに当接する第１
板状部９０１と、第１板状部９０１の後端部から下方に垂設され、設置板２０の後端面２
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０ｂに当接する第２板状部９０２と、から構成されていたが、設置板２０の後端面２０ｂ
が設置面２０ａから下方に向けて斜め後方に傾斜して延設されているものであれば、後端
面２０ｂに対応して第２板状部９０２を第１板状部９０１に対し傾斜状に延設すればよい
。
【０１００】
　また、取付ベース８３０に形成された取付孔８３１は、第１取付孔９０５および第２取
付孔９０８に対し共通の取付孔（被取付部）であるため、取付ベース８３０に、第１取付
孔９０５および第２取付孔９０８双方に取り付けるための取付孔をそれぞれ別個に形成す
る必要がないので、構造が簡素化されるとともに、第１取付孔９０５または第２取付孔９
０８に同じネジ９０５ａを用いて選択的に取り付けることができる。
【０１０１】
　このようにベース金具９００は、遊技機設置島１を構成するとともに重量のある複数台
のパチンコ遊技機２を設置するための剛性の高い設置台を構成する設置板２０の設置面２
０ａ及び後端面２０ｂ，２１ａに沿って強固に取り付けられることで、排出口１１２から
１分間に約１００球近く連続的に排出されて受入部８０１上に落下されるパチンコ球を安
定して受け入れることができるため、衝撃によるタンク本体８００の振動の発生や破損等
を防止できる。
【０１０２】
　また、本実施例では、タンク本体８００をベース金具９００に形成された第１取付孔９
０５または第２取付孔９０８のいずれかに選択的に取り付け、取り外し可能とする取付手
段としてネジ９０５ａが適用されていたが、取付手段は種々に変更可能であり、例えば弾
性係止部による係止や、マグネット、面ファスナー等の取付手段を適用可能である。また
、これらネジ、弾性係止部、マグネット、面ファスナー等の取付手段も、取付ベース８３
０を第１取付部および第２取付部に取り付ける際に共通して使用可能な単一の取付手段を
用いることができるため、第１取付部および第２取付部それぞれに対応する２以上の取付
手段を用意しなくてもよい。
【０１０３】
　また、本実施例では、アウトタンク本体８００の支持部８０２の一部を構成する取付ベ
ース８３０をベース金具９００の第１取付孔９０５または第２取付孔９０８のいずれかに
取り付け可能とされていたが、例えば取付ベース８３０を２つ用意し、一方を第１取付孔
９０５に、他方を第２取付孔９０８にそれぞれ予め取り付けておき、該第１の取付ベース
８３０または第２の取付ベース８３０に外部支持脚８４０を選択的に取り付けできるよう
にしてもよい。
【０１０４】
　また、受入部８０１は、ベースタンク８６１に対して移動タンク８６２を前後にスライ
ド移動させることで、パチンコ遊技機２の前後方向に底面（パチンコ球の受入面）の面積
を拡大または縮小可能に設けられていることで、取付ベース８３０を第１取付孔９０５に
取り付けることによりタンク本体８００の配置位置がパチンコ遊技機２に近づいた場合で
も、取付ベース８３０を第２取付孔９０８に取り付けることによりタンク本体８００の配
置位置がパチンコ遊技機２から遠ざかった場合でも、受入部８０１だけは排出口１１２の
直下に配置することができる。
【０１０５】
　また、受入部８０１は、支持部８０２に対して前後にスライド移動させることができる
ことで、取付ベース８３０を第１取付孔９０５に取り付けることによりタンク本体８００
の配置位置がパチンコ遊技機２に近づいた場合でも、取付ベース８３０を第２取付孔９０
８に取り付けることによりタンク本体８００の配置位置がパチンコ遊技機２から遠ざかっ
た場合でも、受入部８０１だけは排出口１１２の直下に配置することができる。
【０１０６】
　尚、本実施例では、図１９に示すようにタンク本体８００を第１取付孔９０５に取り付
けた場合に、連設部９０６と球計数器８２６（排出口８０３，８２６ａ）との干渉を避け
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るために、支持部８０２に対して受入部８０１を後位置に配置するようにしていたが、例
えば図２１（ａ）に示す変形例としてのタンク本体８００Ａのように、タンク本体８００
に対して、球計数器８２６を上下方向に延びる回動軸心を中心に、左右方向を向く第１姿
勢と、前後方向を向く第２姿勢と、の間で回動可能に設け、図２１（ｂ）に示すように、
タンク本体８００を第１取付孔９０５に取り付けた場合に、タンク本体８００に対して球
計数器８２６を第１姿勢とすることで、タンク本体８００に対して排出口８２６ａの配置
位置のみを後側にずらして、排出球を連設部９０６や設置板２０上に落下させることなく
、側部樋１７Ｌ，１７Ｒに直接落下させることができるようにしてもよい。
【０１０７】
　このようにすれば、支持部８０２に対して受入部８０１を後位置に配置しなくて済み、
これにより受入部８０１を極力前側に配置することができるため、パチンコ球をより安定
して受け入れることが可能となる。また、排出口８２６ａの配置位置を前後に移動するこ
とでなく、例えば、排出球の排出方向を変更することで、排出球を連設部９０６や設置板
２０上に落下させることなく、側部樋１７Ｌ，１７Ｒに直接落下させることができるよう
にしてもよい。具体的には、例えば球計数器８２６をタンク本体８００に対して水平軸を
中心に回動可能に設ければ、下方に向けて開口している排出口８２６ａの向きを前方また
は後方に変更することができるばかりか、さらに垂直軸を中心に回動可能に設ければ、排
出口８２６ａの向きを左右方向にも変更することができる。
【０１０８】
　また、図１９及び図２０に示すパチンコ遊技機２Ａ～２Ｄの排出口１１２は、第１取付
孔９０５の直上位置付近に配置されていたが、例えば図２２に示すパチンコ遊技機２Ｅの
ように、排出口１１２が外枠１００の下板１００ｂの直上付近に配置される場合、移動タ
ンク８６２の前後幅寸法を長寸として、受入部８０１の球受面積を前方に大きく拡大でき
るようにしてもよい。このようにすれば、タンク本体８００を第２取付孔９０８に取り付
けた場合でも、排出口１１２の直下に受入部８０１を配置することができる。
【０１０９】
　図２３には、本発明の変形例としてのベース金具９５０が示されている。本実施例のベ
ース金具９００は、タンク本体８００の取付ベース８３０を取り付ける本体取付部として
、ネジ９０５ａにより取り付けるための第１取付孔９０５及び第２取付孔９０８が形成さ
れていたが、タンク本体８００のベース金具９００への取り付けはネジのネジ孔への止着
によるものに限定されるものではない。
【０１１０】
　具体的には、図２３に示すように、ベース金具９５０は、設置板２０の設置面２０ａ及
び膳板２１の後端面２１ａにネジ止めされるベース板９５１と、ベース板９５１の左右両
側辺から上方に屈曲することにより立設された左右一対の支持板９５２，９５２と、から
構成されている。ベース板９５１は、設置板２０の設置面２０ａに配置される水平片９５
１ａと、水平片９５１ａの後端から下方に屈曲され、後端面２０ｂ，２１ａに沿って配置
される垂直片９５１ｂと、から側面視Ｌ字形に形成される。
【０１１１】
　支持板９５２，９５２は、水平片９５１ａの左右側辺に沿って上方に立設される帯状部
と、垂直片９５１ｂの左右側辺に沿って後方に突出するように延設される突出部と、から
なり、設置面２０ａや後端面２０ｂ，２１ａに対して垂直に設けられる。そして支持板９
５２，９５２には、前後方向に延設される直線状の水平溝９５３と、水平溝９５３の後部
から下方に連設される前後一対の垂直溝９５４と、垂直溝９５４の下端から斜め前方に延
びる短寸の前後一対の傾斜溝９５５ａと、傾斜溝９５５ａと水平溝９５３との間に形成さ
れる短寸の前後一対の傾斜溝９５５ｂと、からなる溝部が形成されている。
【０１１２】
　一方、取付ベース８３０の左右側面には、各溝部を挿通可能なネジ部を有するネジピン
９６０が螺入可能なネジ孔９６１がそれぞれ前後に形成されており、前後一対のネジピン
９６０を左右側からそれぞれ溝部に挿通してネジ孔９６１に螺入して締め付けることで、
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取付ベース８３０を所定箇所に固定することができる。
【０１１３】
　例えば、取付ベース８３０を水平片９５１ａ上に配置した状態で、前後一対のネジピン
９６０を左右側からそれぞれ水平溝９５３に挿通して前後のネジ孔９６１にそれぞれ螺入
して締め付けることで、取付ベース８３０を設置面２０ａの直上位置に取り付けることが
できる。
【０１１４】
　また、取付ベース８３０を設置板２０の後側に配置した状態で、前後一対のネジピン９
６０を左右側からそれぞれ垂直溝９５４から連設された傾斜溝９５５ａまたは傾斜溝９５
５ｂのいずれかに挿通して前後のネジ孔９６１にそれぞれ螺入して締め付けることで、取
付ベース８３０を設置面２０ａよりも下方に取り付けることができる（図２４（ｂ）参照
）。
【０１１５】
　すなわち、水平溝９５３は、取付ベース８３０を設置面２０ａよりも上方位置に取り付
け可能な第１取付部を構成し、垂直溝９５４及び傾斜溝９５５ａ，９５５ｂは、取付ベー
ス８３０を設置面２０ａよりも下方位置に取り付け可能な第２取付部を構成している。
【０１１６】
　また、第１取付部を構成する水平溝９５３は、帯状部から突出部にかけて、つまり設置
面２０ａの直上位置から設置板２０の後方に向けて前後方向に延設されているので、取付
ベース８３０を前後方向の任意の位置に取り付けることができる。特に、取付ベース８３
０を水平溝９５３の後側に配置すれば、設置面２０ａよりも上後方位置に取付ベース８３
０を配置することも可能である。
【０１１７】
　また、第２取付部を構成する下側の傾斜溝９５５ａ及び上側の傾斜溝９５５ｂは、設置
面２０ａよりも後下方位置に形成されているため、取付ベース８３０を上下方向の任意の
位置に取り付けることができる。
【０１１８】
　また、このように第１取付部が前後方向に延びる溝部にて構成され、第２取付部が上下
方向に延びる溝部にて構成されていることで、取付ベース８３０の前後・上下位置を微調
整することが可能となる。さらに、第１取付部を構成する水平溝９５３と第２取付部を構
成する垂直溝９５４とが連通していることで、パチンコ遊技機２の交換等に伴って取付ベ
ース８３０の取付位置を変更する場合、ベース金具９００からタンク本体８００を取り外
さなくても、ネジピン９６０を緩めて溝に沿って取付ベース８３０を移動させることで簡
単に取付位置を変更することができる。
【０１１９】
　また、取付ベース８３０を、設置板２０の設置面２０ａ及び後端面２０ｂに対して垂設
される左右一対の支持板９５２，９５２により左右側から支持されることで、１枚の水平
板上に取り付ける場合よりも上下方向の剛性が高まるため、安定してタンク本体８００を
支持できる。また、支持板９５２，９５２との間に空間が形成される、つまり第１取付部
と第２取付部とが垂直面に形成されることで、取付ベース８３０を第１取付部としての水
平溝９５３に取り付けた場合において、排出口８２６ａの下方が大きく開放されるため、
排出球がベース金具９５０に接触することを回避できる。また、支持板９５２，９５２は
垂直姿勢で配置されるため、取付ベース８３０を第１取付部としての水平溝９５３に取り
付けた場合において、排出口８２６ａの直下に支持板９５２，９５２が配置されていても
、排出方向を僅かにずらすだけで排出球がベース金具９５０に接触することを回避できる
。
【０１２０】
　また、第１取付部としての水平溝９５３の後部が、第２取付部としての垂直溝９５４の
上方に形成されていても、第２取付部としての垂直溝９５４に取付ベース８３０を取り付
ける際に、その上方に形成される第１取付部としての水平溝９５３の後部等がアウトタン
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ク本体８００に干渉することがないため、第２取付部の直上に第１取付部を設けることが
可能となる。
【０１２１】
　また、特に図示はしないが、水平溝９５３の所定箇所から、前後一対の垂直溝を上方に
向けて延設すれば、第１取付部を水平溝９５３よりも上方位置にも形成することが可能と
なるため、第１取付部における上下位置調整が可能となる。さらに、垂直溝９５４の上部
位置に取付ベース８３０を取り付けたときに、該取付ベース８３０の取付位置が設置面２
０ａと同高さ位置または上方位置であれば、垂直溝９５４の上部は第１取付部を構成し、
下部は第２取付部を構成することになる。また、このように取付ベース８３０を設置面２
０ａと同高さ位置に取り付けてもよい。
【０１２２】
　図２４には、本発明の変形例としてのベース金具９７０が示されている。前記実施例の
ベース金具９００は、第２板状部９０１に後方に突出する連設部９０６を形成し、該連設
部９０６の水平な上面９０６ａに第２取付孔９０８を形成したが、必ずしも水平面上に第
２取付孔９０８を形成しなくても、垂直面に第２取付孔を形成してもよい。すなわち、第
１取付孔と第２取付孔とは互いに向きが異なる面に形成されていてもよい。
【０１２３】
　具体的には、図２４に示すように、ベース金具９７０は、設置面２０ａに配置される第
１板状部９７１と、該第１板状部９７１の後端から下方に垂下される第２板状部９７２と
、から側面視Ｌ字形に形成され、垂直な第２板状部９７２に第２取付孔９７３が形成され
ている。
【０１２４】
　一方、取付ベース８３０には、第１取付孔９０５に対応する取付孔９０３と、第２取付
孔９７３に対応する取付孔９７７と、が形成されている。取付ベース８３０の上面におけ
る前端部には、前端縁に沿って立設される垂直片９７５ａと、垂直片９７５ａの背面左右
側に立設されるリブ９７５ｂと、からなる第２取付部９７５が左右側に形成され、左右の
垂直片９７５ａに取付孔９７７が形成されている。
【０１２５】
　よって、取付孔９７７に背面側からネジ９０５ａを挿通して取付孔９７３に取り付ける
ことで、図２４（ｂ）に示すように、垂直な第２板状部９７２の背面に取付ベース８３０
を水平に取り付けることができる。このように、垂直な第２板状部９７２に第２取付孔９
７３を形成することで、該第２板状部９７２に取り付けたアウトタンク本体８００の排出
口８０３，８２６ａの下方に板状部が存在しないため、球計数器８２６や排出口８２６ａ
から排出された排出球とベース金具９７０との干渉を回避できる。
【０１２６】
　また、このように第１取付孔９０５に対応する取付孔９０３と第２取付孔９０８に対応
する取付孔９７７とが、取付ベース８３０にそれぞれ別個に形成されていてもよい。
【０１２７】
　また、本発明のアウトタンクにあっては、前記遊技機（パチンコ遊技機２の排出口１１
２）から排出される遊技媒体を受け入れる受入部（８０１）と、前記受入部にて受け入れ
られた遊技媒体を前記設置台の下方（側部樋１７Ｌ，１７Ｒ）に排出する排出部（排出口
８２６ａ）と、前記受入部を下方から支持する支持部｛８０２（外部支持脚８４０、内部
支持脚８５０、取付ベース８３０）｝と、前記支持部が取り付けられるとともに、前記ア
ウトタンクを前記設置台の上面に設置するときに該上面に設置される被設置部（第１板状
部９０１の下面／水平片９５１ａの下面／第１板状部９７１の下面）を有するベース部（
ベース金具９００，９５０，９７０）と、を備え、前記ベース部は、前記支持部を取り付
けるための取付部（第１板状部９０１，連設部９０６／支持板９５２／第１板状部９７１
、第２板状部９７２）を複数有するとともに、該複数の取付部のいずれかに前記支持部は
取り付けられ、前記複数の取付部は、前記被設置部と同高さ位置または上方位置に前記支
持部を取り付ける第１取付部（第１板状部９０１の第１取付孔９０５／支持板９５２の水
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平溝９５３／第１板状部９７１の第１取付孔９０５）と、前記被設置部よりも下方位置に
前記支持部を取り付ける第２取付部（連設部９０６の第２取付孔９０８／支持板９５２の
傾斜溝９５５ａ，９５５ｂ／第２板状部９７２の第２取付孔９７３）と、を含む、うに構
成されていることが好ましい。
【０１２８】
　以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限
られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発
明に含まれる。
【０１２９】
　例えば、前記実施例では、ベース金具９００には、第１取付部としての第１取付孔９０
３が１箇所にのみ形成されていたが、複数形成されていてもよい。また、第２取付部とし
て第２取付孔９０８が１箇所に形成されていたが、複数形成されていてもよい。
【０１３０】
　また、アウトタンク本体８００の形状は前記実施例のものに限定されるものではなく、
受入部８０１と支持部８０２と排出口８０３，８２６ａとを有していれば、種々に変更可
能である。
【０１３１】
　また、前記実施例では、支持部８０２が上下方向に伸縮可能に形成されていたが、伸縮
不能であってもよい。また、取付ベース８３０に対して支持部８０２が左右方向に移動可
能に形成されていたが、移動不能であってもよい。また、支持部８０２に対して受入部８
０１が前後に移動可能に形成されていたが、移動不能であってもよい。また、受入部８０
１が球受面積を前方に拡大可能に形成されていたが、拡大不能であってもよい。
【０１３２】
　また、前記実施例に記載されたベース金具９００，９５０，９７０は、長手方向に延設
された設置板２０の上面である設置面２０ａと設置台の後面を構成する後端面２０ｂ，２
１ａとに沿って配置されていたが、例えば１台のパチンコ遊技機２のみを設置する設置台
の場合、該設置台の上面と左右の側端面とに沿って配置してもよい。
【０１３３】
　また、前記実施例では、設置面２０ａ上にパチンコ遊技機２が設置されるとともに、設
置面２０ａにおけるパチンコ遊技機２の背面側にアウトタンク８のベース金具９００，９
５０，９７０が設置されていたが、パチンコ遊技機２の設置台とアウトタンク８のベース
金具９００，９５０，９７０の設置台とはそれぞれ別個の設置台であってもよい。
【符号の説明】
【０１３４】
１　　　　　　　遊技機設置島
２　　　　　　　パチンコ遊技機
８　　　　　　　アウトタンク
２０　　　　　　設置板
２０ａ　　　　　設置面
２０ｂ　　　　　後端面
２１　　　　　　膳板
８００　　　　　タンク本体
８０１　　　　　受入部
８０２　　　　　支持部
８０３　　　　　排出口
８３０　　　　　取付ベース
８３１　　　　　取付孔
８４０　　　　　外部支持脚
８５０　　　　　内部支持脚
８６１　　　　　ベースタンク
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８６２　　　　　移動タンク
９００　　　　　ベース金具
９０１，９０２　板状部
９０５　　　　　第１取付孔
９０８　　　　　第２取付孔

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】

【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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